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2010年 １位　東京都　2.423％ ２位　愛知県　2.162％ ３位　大阪府　1.856％
４位　岐阜県　1.772％ ５位　三重県　1.770％ ６位　群馬県　1.766％
2016年 １位　東京都　3.673％ ２位　愛知県　2.989％ ３位　群馬県　2.553％
　2010年の群馬県内在留外国人の人口を1990年と比べると20年間で10倍になっている。また、2016年のデー
タは2010年に全国１位であった東京都の外国人登録者数の比率を群馬県が超えていることを示している。さ
らに、ここ数年の群馬県内在留外国人人口の増加率は極めて高く、2015年は、前年比5.9％の増加、2016年は、
前年比8.3％の増加であり、今後この傾向は続くと予想される。
　これらの数値から、群馬県が、外国籍児童生徒数の割合が日本国内で最も多い都道府県に属してい
ることがわかる。特に群馬県の東毛から中毛にかけて、小中学校の各学級に少なくとも１～２名の外
国籍児童生徒がいることも日常化している。２割を超える学級もあると聞く。群馬大学教育学部、教
育学研究科において、多文化共生教育やグローバル化教育を進める上で、より多くの留学生を受け入
れ、また留学に送り出すことは、結果的に地域からの強い要請に応えることになる。実際、国外での
教員免許を有する人材（留学生）を、実習等で受け入れたいという現場の声も聞く。教育学部では現
在、大学院改革が進んでいる。高い専門性を持って多文化共生教育を実践し、国内外の教育界で活躍
できる人材を学部レベルのみならず大学院レベルで育成する方策など、検討すべき課題は多い。
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